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スペースを確保しておかなければならない．秤の点検  
が時刻汀（豆＝1，2，…）で実施されることから，確保す  
べきスペースはrに依存しており，単位時間あたりの  
スペース利用凍用をc3とする．また，1単位あたりの  
製品が出荷を待つため単位時間待機するための食用を  
c4とする．なお，政策2の下で計盈された製品の販売  
価格は為（＞且）であり，政策2の下で計量された製品  
をタイプ2の製品と呼ぶ．  

3．消扱者の隠適反応   
政策1の下で計量，出荷されるタイプ1の製品の不  

良率は次式で与えられる．  

旬．はじめに  

（1）独占市場を考える・  

（2）生産者は，秤を用いて製品を計量し，計量の結果  
を製品に記載した上で製品を出荷する．  

（3）計量する製品の数量は大きく，連続盈とみなすこ  
とができる．また．製品1単位を計量するのに必  
要な時間を1単位時間として考えることとする．  

（4）計畳作業の過程で秤に狂いが発生することがあ  

り．狂いが発生した秤で計量きれた製品をそのま  
ま出荷した場合，製品に記哉された重畳と実際の  
重量が異なることとなる．このように，記載重量  
と実重畳とに差が存在するかどうかを盈盗品質と  
呼ぶ．さらに記載豊盟と実重塵とが異なる製品を  

不慮晶と呼ぷ．  
（5）発生した秤の狂いは点検によって検札調整され，  

正常に戻る．なお，点検は時刻ir（豆＝1，2，…）  

で行われ．調整作業を含む．  

（6）1回あたりの秤の点検に要する食用をco，単位  
時間あたりの計量作業に必要な費用をclとする．  

（7）製品の計亀過程において，生産者は次の2通りの  
政策を考える．  

（8）壷＝1，2，…に対し．第（竜一1）回目の点検から第壱  
回目の点検に至る間では，秤に狂いが発生するま  
での時間を連続の確率変数∬i（＞0）で表し巨弟  

は互いに独立に分布関数ダ（∬）の確率分布に従う  

ものとする．さらに，β（弟）＝〝＜＋∞を仮定  
する．  

（9）重畳保証活動に関連する喪用を除いた製造，輸  
送，販売に関わる原価はαである．  

（10）後述のタイプ1，2に関わらず，製品を購入した  
消兜暑が得られる利益は月である．   

ガ■F（ユう血  
（1）   β1（r）＝  

以下では，消攻寄の意思決定を次のように定義する．  
オプションA。：タイプ1，2ともに購入しない．  
オプションAl：タイプ1の製品を購入する．  
オプションA2：タイプ2の製品を購入する．  

3 i肖者一あれタイプ2  
であれ これらは価格及び重量に関する品質を除いて  
元々同じ製品であるので，製品の購入によって消発着  
は一定の収益月をあげることができるものとする．こ  
のとき，消焚書がタイプ1の製品を購入した場合の期  
待利益は  

Ⅲ1（p）＝（月一旦）（1－p）＋（Ⅵち一旦）p （2）  

で与えられる．但し，pはタイプ1の製品の不良率で  
あり．式（1）で与えられると同時に，秤の点検時間間  
隔rの関数である．  

1穐＜月が成立するとき  

p＜min（宗孟，1） （3）  

ならば，ml（p）＞0であり，オプションAlを選択する・  

すなわちAlトAoである・またp＝min（宗教，1）な  
らば，Al…A。である．ここに，∬トyは∬がyより  
も選好されることを，こじ（Jyは∬とyが無差別である  
ことを意味する．   

Ⅵち≧月が成り立つ場合には，m＞0であり，常に  
AlトAoである．  

3。2 オプションA2とA。の比較   
タイプ2の製品を購入した場合の消費者の期待利益  

は次式で与えられる．  

Ⅲ2（為）＝月一角  （4）   

Ⅲ2（為）＞0となるのは．為＜月が成立する場合で  
あり，このときにA2トAoが成り立つ．また巧＝月  
ならば，A2～A。である．  

3．3 オプションAlとA2の比瞭   
Ⅵち＜月のとき，Ⅲ1（p）＞H2（為）となるためには  
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りの政策を考える．   

点検を待たずに計量を終えた製品から逐次  

この場合不良品が出荷される可能性があり，  
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きc2の兜用をかけて保証を行う．但しこの保証によっ  
て消喪暑が得る利益はⅥちである．このような計量方  
策を故麓1と呼ぶこととし，政策1の下で計塗された  

策1  

【政鰐2】   

計盈を終えた製品はすぐに出荷するのではなく，次  
に行われる秤の点検結果を待ち，秤に異常がないこと  
が確認された時点でまとめて出荷する．点検の結果秤  
に狂いが検出された場合，前回の秤の点検時以降に計  
量された全ての製品に対して計り直しを行う．これを  
改発2と呼ぶ．   

政策2の下では不良品が出荷されることはないので，  
不良品に対する保証は不要である．しかし，政策2の  
下では，計盈を終えた製品は次の点検が終了するまで  
計量作業の現場に待機きせる必要があり，そのための  p＜min（署諾，1）  （5）  
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であればよく，このときにAlトA2である．また，p＝  
min（（ろ一旦）／（月－1穐），1）ならば，Al～A2である．   

Wb≧月ならば，pの備に拘わらずAlトA2が成り  
立つ．  

3．4 t道長応   
以上のような解析の結果，消費者の最適反応は，タ  

イプ1の製品の不良率p（≡β1（r））と，タイプ2の製  

品の価格為に対応して，次のようにまとめられる．  

（1）l穐＜旦に対してQl（芹）≧1im巧→月＿0（∋2（ぢ，角）   
ならば，あるいは旦≦l穐＜月に対してQl（写）≧  
1imfち→（月＋Pl一肌）－0（？2（ぢ，ろ）ならば，最適戦   
略は政策1において  

r＝Tご  

とし，政策2において  

ぢ＞貧＋（月－1穐）〆  

とすればよい．このとき．生産者は期待利益Ql（町）  
が得られる．  

勒＜即こ対してQl（町）＜ 
巧＿。 

ならば，あるいは貧≦Ⅵち＜別こ対してQl（符）＜  
1im  

炬（兄上R一明トO 
Q2（ぢ，為）ならば・最適戦略は  

政策2において   

r ＝ 7言  
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禁警ア関係上玖（寝0，1，2）を式ではなく・図1に（2）  

〈 

月－0，  l穐＜貧  

月＋貧－1穐－0，l穐≧旦  
ぢ →  q  尺 尺十月・lJtム／ち  

Jl  斤＋月・llも   ち  

‘a’勒 ≦  

（c）Ⅵち≧月  

Ⅵ句＜月  
とし，政策1においては  

〆→〈讐≦p＜1，荒；芸 （8）  

と設定すればよい．このときの生産者の期待利  
益は  

Q2（了首，ぢ）  図1：消費者の最適反応   

4．生産者の上道政策   
タイプ1の製品1単位あたりの期待利益は  

（9）  

〈   

1im  
炬（R＋Pl一㈲－O 

Q2（ぢ，瑚，勒＜且   

主Q2（ぢ，瑚，   
巧。   

勒≧旦  

co＋c2ノア顆）血  
である．  

（3）l穐≧月のとき，消費者はタイプ2の製品を購  
入することはなく，必ずタイプ1の製品を購入す  
る．よって，Ql（町）＞0ならば，最適戦略は政  
策1において  

T＝7T  

とし，政策2においては為（≧且）の値を適当に  
設定すればよい．  

5．数個例   
紙数の関係上当日報告させて戴く．  
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Ql（r）＝ 且－α－  
（6）  Cl＋  

となる［1，2トこれに対し，タイプ2の製品1単位あた  
りの期待利益は  

co＋clr＋c3r2＋  
Q2（r，ろ）＝為－α－   

r戸（r）  

（7）  

である．よって，生産者はnlの量域内でQl（r）を，n2  
の領域内でQ2（r，為）を最大にし，両者を比較し大き  
い方を選択すればよい．   

nlの領域内でQl（r）を最大にするとき，図1（a）に  
おいては，有限のr■が唯一存在することが解析的に  
示される．図（b），（c）の場合には，有限のr●が唯一存  
在するかあるいはr●＝＋∞であることが示される．   

n2の領域内でQ2（r，為）を最大にするとき，為を固  
定して考えると，有限のr♯が（唯一かどうかは不明）  
存在することを解析的に示される．なお，Q2（r，角）は  

為に関して増加である．   
最適戦略は，次のようになる．  
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